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平成２２年１月 全国百貨店売上高概況 

平成２２年２月１８日 
Ⅰ．概 況  

 
１．売上高総額        ５,７００億円余 
２．前年同月比     －５.７％（店舗数調整後／２３か月連続マイナス） 
３．調査対象百貨店   ８６社 ２７１店 （平成２１年１２月対比±０店） 
４．総店舗面積     ６,６３２,５３５㎡ （前年同月比：－２.４％） 

５．総従業員数     ９８,３４０人 （前年同月比：－２.６％） 

６．３か月移動平均値   6-8 月 －９.９％、7-9 月 －９.７％、8-10 月 －９.１％、 
              9-11 月 －１０.２％、10-12 月 －８.８％、11-1 月 －７.４％ 

 
  ［参考］平成 21 年 1 月の売上高増減率は－９.１％（店舗数調整後） 

 
【１月売上の特徴】 

   ２３か月連続の前年同月比マイナスであるが、減少率は２か月連続で５％台となり、前月 
から横這いで推移した。また、トレンドを示す３か月移動平均値は持ち直し傾向にある。 

１月は、依然として消費者の節約志向が続いているものの、エコポイントやエコカー減税

などの政策効果及び昨年末の二次補正予算成立などから、景気の先行き不安が若干和らぎ、

消費環境にも改善傾向が見られた。店頭では低迷を続けていた高額商材が前年並み（美術･宝飾･

貴金属：－０.４％）に回復したほか、文化催事や物産展などのイベント施策が奏功し、入店客数の

下げ止まりがみられる店舗も増えており、基調変化を感じさせる兆しが見えてきた。 

 具体的な動向としては、年始休暇が一日減少したことやクリアランスセールの１２月への

一部前倒しなどのマイナス要素がある一方、特選輸入雑貨や宝飾・高級時計など高額品の動

きが戻ってきたこと、巣ごもり消費を反映して食料品や家庭用品が比較的堅調に推移したこ

と、複数の店舗で閉店売尽しセール等の特殊要因があったこと、外国人売上が３か月連続で

二桁の伸び（２４．８％増／調査対象４１店舗）を示したこと等のプラス要素が報告されている。 

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「１月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇ 月前半は冬型の気圧配置が続き強い寒気が南下したため、日本海側では雪、太平洋側では晴れの日が多かった。

中旬後半は移動性高気圧に覆われ全国的に晴れ、気温も平年を上回った。下旬は数日の周期で低気圧が通過した。 

(2) 営業日数増減    ３０.０日（前年同月比±０.０日） 

  (3) 土･日･祝日の合計    １２日（    〃    ＋１日／日曜１日増） 
  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比） 
     ①増加した：２５店、②変化なし：３５店、③減少した：７６店、④不明：４９店 
  (5) １月歳時記（初売り、冬の全館ｾｰﾙ、成人の日）の売上（同上） 
     ①増加した：８店、②変化なし：３２店、③減少した：８９店、④不明：５６店 

(6) 翌月売上見通し（回答店舗数で見る傾向値） 
     ①増加する：７店、②変化なし：５７店、③減少する：５９店、④不明：６２店 
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地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 570,003,243 100.0 -5.7 (  -7.0)
10都市 359,241,920 63.0 -6.4 (  -7.8)
札幌 14,309,462 2.5 -2.5 (  -13.4)
仙台 7,754,210 1.4 -8.1

東京 135,629,385 23.8 -7.4 (  -8.4)
横浜 30,786,588 5.4 -4.4

名古屋 34,438,519 6.0 -5.7

京都 23,321,520 4.1 -5.5

大阪 68,332,108 12.0 -7.7 (  -10.9)
神戸 15,784,430 2.8 -4.9

広島 13,577,317 2.4 -6.4

福岡 15,308,381 2.7 -1.5

10都市以外の地区 210,761,323 37.0 -4.7 (  -5.7)
北海道 3,961,612 0.7 13.9 (  -5.5)
東北 11,285,533 2.0 -6.1

関東 101,750,304 17.9 -4.7

中部 17,489,615 3.1 -1.7

近畿 18,511,624 3.2 -6.3

中国 14,547,384 2.6 -6.3

四国 11,544,724 2.0 -6.9

九州 31,670,527 5.6 -5.0 (  -9.4)

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 570,003,243 100.0 -5.7 (  -7.0)
紳士服・洋品 48,485,087 8.5 -8.4 (  -9.3)
婦人服・洋品 161,214,008 28.3 -8.7 (  -9.9)
子供服・洋品 17,312,117 3.0 -11.0 (  -11.5)
その他衣料品 16,881,283 3.0 -4.4 (  -5.5)
衣　　料　　品 243,892,495 42.8 -8.5 (  -9.6)
身のまわり品 74,319,780 13.0 -4.3 (  -6.4)

化粧品 24,869,989 4.4 -1.5 (  -2.7)
美術・宝飾・貴金属 21,040,167 3.7 -0.4 (  -3.2)

その他雑貨 23,726,348 4.2 -5.8 (  -8.4)
雑　　　　　　貨 69,636,504 12.2 -2.7 (  -4.9)

家　　具 6,965,916 1.2 -4.9 (  -6.1)
家　　電 1,510,391 0.3 -11.7 (  -12.6)

その他家庭用品 17,786,393 3.1 -3.0 (  -4.3)
家　庭　　用　品 26,262,700 4.6 -4.1 (  -5.3)
生　鮮　食　品 27,258,019 4.8 -4.0 (  -4.9)

　菓　　子　 33,204,288 5.8 -2.0 (  -2.9)
　惣　　菜　 27,902,393 4.9 -6.2 (  -6.9)

その他食料品 37,746,276 6.6 -0.5 (  -1.9)
食　　　料　　　品 126,110,976 22.1 -3.0 (  -4.0)
食　堂　　喫　茶 15,352,402 2.7 -3.8 (  -5.1)
サ　ー　　ビ　ス 5,490,360 1.0 -2.0 (  -3.1)
そ　　の　　他 8,938,026 1.6 -9.6 (  -10.3)

商　　　品　　　券 15,911,591 2.8 19.0 (  17.8)
注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、
    総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。

全国百貨店　売上高速報 2010年01月

対前年増減(-)率　(%)
※

　対前年増減(-)率　(%)
※

第１表　　地区別売上高
※店舗数調整後　（　）が調整前

第２表　　商品別売上高

 



 3

 
Ⅱ．地区別の動き  

 
  １．１０都市売上動向       －６.４％（店舗数調整後／２３か月連続マイナス） 

  ２．１０都市以外の地区売上動向  －４.７％（   〃   ／３１か月連続マイナス） 

 
 
 
【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 
地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －６.４ －４.０ ２３か月連続マイナス 

札 幌 －２.５ －０.１ １７か月連続マイナス 

仙 台 －８.１ －０.１ ２１か月連続マイナス 

東 京 －７.４ －１.８ ２３か月連続マイナス 

横 浜 －４.４ －０.２ １８か月連続マイナス 

名古屋 －５.７ －０.３ ２６か月連続マイナス 

京 都 －５.５ －０.２ １７か月連続マイナス 

大 阪 －７.７ －０.９ ２３か月連続マイナス 

神 戸 －４.９ －０.１ ２か月ぶりマイナス 

広 島 －６.４ －０.２ ２３か月連続マイナス 

福 岡 －１.５  ０.０ １８か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －４.７ －１.７ ３１か月連続マイナス 

北海道 １３.９  ０.１ ８か月連続プラス＊ 

東 北 －６.１ －０.１ ２２か月連続マイナス＊  

関 東 －４.７ －０.８ ３１か月連続マイナス 

中 部 －１.７ －０.１ ２２か月連続マイナス 

近 畿 －６.３ －０.２ ２２か月連続マイナス 

中 国 －６.３ －０.２ ２０か月連続マイナス＊ 

四 国 －６.９ －０.１ ３１か月連続マイナス 

九 州 －５.０ －０.３ ２９か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 
広島、福岡を１０都市に移行したため（２００５年までは６大都市）、連続性の観点 
から２００７年１月からのトレンドとした。 
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Ⅲ．商品別の動き  

 
  主要５品目は、１２か月連続で全品目がマイナスとなった。身のまわり品、雑貨、家庭用 

品がマイナス幅を縮めたが、衣料品と食料品は先月より落とす結果となった。また、その 
他衣料品、化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、家具、その他食料品が先月より改 
善する動きとなった。 
 

 
 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 
商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －５.７ ― ２３か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －８.４ －０.７ ２２か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －８.７ －２.５ ３１か月連続マイナス 

子供服・洋品 －１１.０ －０.４ １７か月連続マイナス 

その他衣料品 －４.４ －０.１ ２３か月連続マイナス 

衣料品 －８.５ －３.８ ３１か月連続マイナス 

身のまわり品 －４.３ －０.６ ２９か月連続マイナス 

化粧品 －１.５ －０.１ １４か月連続マイナス＊ 

美術・宝飾・貴金属 －０.４  ０.０ ３５か月連続マイナス＊ 

その他雑貨 －５.８ －０.２ ２６か月連続マイナス＊ 

雑貨 －２.７ －０.３ ２３か月連続マイナス 

家具 －４.９ －０.１ ２６か月連続マイナス 

家電 －１１.７  ０.０ ６か月ぶりマイナス 

その他家庭用品 －３.０ －０.１ ２３か月連続マイナス 

家庭用品 －４.１ －０.２ ２６か月連続マイナス 

生鮮食品 －４.０ －０.２ １２か月連続マイナス＊ 

菓子 －２.０ －０.１ ４か月連続マイナス＊ 

惣菜 －６.２ －０.３ ２０か月連続マイナス＊ 

その他食料品 －０.５  ０.０ ４か月連続マイナス＊ 

食料品 －３.０ －０.６ １２か月連続マイナス 

食堂喫茶 －３.８ －０.１ １８か月連続マイナス 

サービス －２.０  ０.０ １０か月連続マイナス 

その他 －９.６ －０.２ ５か月連続マイナス 

商品券 １９.０  ０.４ ３か月連続プラス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に 
     ついては２００６年１月から細分化したため、２００７年１月からのトレンド 
 

お問い合わせは、日本百貨店協会  森・西田・佐藤まで 
℡ 03－3272－1666 ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 


